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マイナ保険証について

マイナンバーカードを健康保険証として利用するときに、「マイナ保険証」と称しています

マイナ保険証とは

• マイナンバーカードを健康保険証として利用するときに、「マイナ保険証」と称しています。

• 健康保険証で行っていた医療保険の資格確認を、マイナンバーカードで行う仕組みであり、リアルタイムで加入する保険資格情報を
医療機関・薬局に共有できます。

• 2024年12月2日に、現行の健康保険証の新規発行を終了し、マイナンバーカードの保険証利用を基本とする仕組みに移行します。(※)

※１２月２日時点で有効な保険証は最大１年間有効です。
１２月２日以降、保険証利用登録がされたマイナンバーカードを保有していない方には、発行済み保険証の有効期限が切れる前に、
申請いただくことなく「資格確認書」が交付され、引き続き、医療を受けることができます。

地域の医療機関・薬局や患者、自治体にとってのメリット

急病時や旅行先等での体調不良時でも、薬剤情報等の提供に同意すると、過去に処方されたお薬や特定検診などの情報をスムーズ
に共有できます。

① かかりつけ医以外でも受けている治療やお薬の履歴データを確実に共有

医療DXが進むと、将来電子カルテの検査結果なども連携・共有されてどこでもスムーズな受診が可能になり、救急搬送時において
も健康医療情報が連携され、安全・安心なより良い医療を受けられます。（１２ページもあわせてご参照ください。）

② 各種の医療DXサービスのパスポートとなります

資料６
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マイナ保険証について

地域の医療機関・薬局や患者、自治体にとってのメリット

患者の保険資格確認を正確に行うことで医療保険の請求誤り等が減少するため、返戻再請求などの保険者等の事務処理コストが削
減できます。マイナンバーカードへの一体化により、健康保険証の発行事務も削減されます。

医療機関・薬局の窓口で、患者の方の直近の資格情報等（加入している医療保険や自己負担限度額等）が確認できるようになり、
期限切れの保険証による受診で発生する過誤請求や手入力による手間等による事務コストが削減できます。

限度額適用認定証の事前の発行が不要となるため、患者の手間や自治体（市町村国保）の発行手続きを削減できます。

③ 医療機関・薬局の事務コストの削減

④ 限度額適用認定証発行に伴う患者の手間等の削減

⑤ 国民健康保険者での事務の削減



医療DXの基盤となるマイナ保険証

電子処方箋
処方・調剤情報をリアルタイムで共有

→ 併用禁忌・重複投薬を回避

電子処方箋管理サービス

電子カルテ
・ 医療機関間での文書のオンライン送信、診療

に必要なカルテ情報の共有
・ マイナポータルでの自己情報閲覧（PHR）

診察券・公費負担医療の
受給者証とマイナンバー
カードの一体化

救急医療における
患者の健康・医療データ

の活用

電子カルテ情報共有サービス（仮称）

乳幼児医療
受給者証

確実な本人確認により
なりすましを防止

高額療養費の自己負担
限度額を超える分の

支払を免除

患者本人の健康・医療
データに基づくより良

い医療の実現

マイナ保険証
→将来的には、スマート
フォン１台で受診可能に

レセプト返戻の減少

オンライン資格確認等システム

令和５年12月12日
第５回マイナンバー情報総点検本部資料（抜粋）
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【5月分実績の内訳】 ※紙の保険証受診であってオンライン資格確認を利用しない場合も含めた資格確認総件数は、直近で約2.46億件（令和５年６月）

オンライン資格確認の利用状況

※利用率=マイナ保険証利用件数/オンライン資格確認利用件数

合計 マイナンバーカード 保険証

病院 10,176,697 1,509,531 8,667,166

医科診療所 77,201,345 4,995,047 72,206,298

歯科診療所 12,425,963 1,484,922 10,941,041

薬局 84,506,824 6,257,580 78,249,244

総計 184,310,829 14,247,080 170,063,749

特定健診等情報（件） 薬剤情報（件） 診療情報（件）

病院 367,170 271,931 581,212

医科診療所 1,399,628 2,035,294 3,519,935

歯科診療所 245,070 274,733 173,232

薬局 1,942,723 1,624,301 2,849,133

総計 3,954,591 4,206,259 7,123,512

57 
74 

124 

473 

435 

387 

336 
312 314 325 

295 

305 

286 

294 
318 

371 

421 

20 31 59 

257 269 263 
244 239 

254 

291 
271 

291 

309 

358 

485 

597 

712 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

8034 
8846 

11804 

13165 

14200 
15214 

15501 
15732 

16198 

17334 

16766 

17781 

16363 

16791 

18485 

18439 

18431 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

122 
157 

267 

829 

853 
849 

781 
735 736 

779 

727 
763 

753 

838 

1010 

1210 

1425 

1.52%

1.78%

2.26%

6.30%
6.01%

5.58%

5.04%

4.67%

4.55%

4.50%

4.33%

4.29%

4.60%

4.99%

5.47%

6.56%

7.73%

0.00%

1.00%

2.00%

3.00%

4.00%

5.00%

6.00%

7.00%

8.00%

0

200

400

600

800

1000

1200

1400



14

オンライン資格確認 マイナ保険証の利用実績
（都道府県別の医療機関・薬局での利用（令和６年5月））

※利用率 ＝ マイナ保険証利用件数 ÷ オンライン資格確認利用件数

（括弧内の値は令和６年４月の値からの変化量（％ポイント））

都道府県名 利用率

北海道 8.32% (+1.19%)

青森県 5.99% (+1.39%)

岩手県 9.25% (+1.15%)

宮城県 7.11% (+1.01%)

秋田県 7.18% (+1.72%)

山形県 7.94% (+1.03%)

福島県 10.68% (+1.72%)

茨城県 9.53% (+1.39%)

栃木県 9.71% (+1.61%)

群馬県 8.95% (+1.44%)

埼玉県 6.94% (+0.93%)

千葉県 8.44% (+1.32%)

東京都 7.25% (+0.96%)

神奈川県 7.49% (+1.29%)

都道府県名 利用率

新潟県 11.03% (+1.79%)

富山県 12.52% (+2.07%)

石川県 12.17% (+2.02%)

福井県 11.63% (+1.68%)

山梨県 6.53% (+0.96%)

長野県 6.73% (+1.22%)

岐阜県 7.35% (+1.38%)

静岡県 8.93% (+1.65%)

愛知県 5.84% (+1.03%)

三重県 7.17% (+1.06%)

滋賀県 8.43% (+1.37%)

京都府 8.33% (+1.27%)

大阪府 6.85% (+0.93%)

兵庫県 7.31% (+1.03%)

奈良県 7.51% (+0.98%)

和歌山県 5.02% (+0.67%)

都道府県名 利用率

鳥取県 10.98% (+1.28%)

島根県 10.33% (+1.61%)

岡山県 7.49% (+1.16%)

広島県 8.23% (+1.33%)

山口県 9.85% (+1.71%)

徳島県 6.09% (+1.25%)

香川県 8.32% (+1.00%)

愛媛県 5.44% (+1.04%)

高知県 7.02% (+1.51%)

福岡県 7.20% (+1.00%)

佐賀県 8.33% (+0.99%)

長崎県 7.90% (+0.97%)

熊本県 8.20% (+0.98%)

大分県 7.29% (+0.87%)

宮崎県 9.70% (+0.65%)

鹿児島県 11.98% (+1.14%)

沖縄県 3.42% (+0.14%)全国 7.73% (+1.17%)

○ 都道府県別のマイナ保険証の利用率（令和６年５月）は以下のとおり。

※黄色＝上位５県 灰色＝下位５県



【現行の保険証】

【資格確認書】

【資格情報のお知らせ】

※色はエンジ色

※色はオリーブ色


